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すべての児童生徒の可能性を引き出す活力ある学校づくりに向けて  

                             ～その６～ 
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

「児童生徒のために 

学校のために 

市町村教育委員会のために」   

察知 

誠意 

スピード感

改革意欲 
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県南教育事務所長 
 宮本 浩貴 

今年の年末調整は、源泉徴収票に反映できるタイミングが例年の４回から２回に変更となっています。 

 特に、パートやアルバイトをされている被扶養者については、勤務先から源泉徴収票が発行される前に締め

切りとなる可能性があります。申告内容と相違がある場合は確定申告が必要となりますので、ご注意ください。 

５月９日からスタートしました令和５年度の所課長訪問も、10 月 25 日をもって県南管内 206 校全ての

訪問を終えることができました。 

多くの学校が、解決すべき自校の課題を的確に捉えた組織目標の達成に向けて、教職員一丸となって教育

活動に取り組まれていました。その真摯な思いと先生方のご努力に改めて敬意を表します。 

 訪問で一番楽しみにしていたことは、やはり教室訪問でした。授業中のほどよい緊張感、子どもたちの真

剣なまなざし、楽しそうな笑顔は何ものにも代えがたいものだと改めて実感いたしました。特に、子どもた

ちが自ら課題を見つけ、解決の見通しをもち、友達と協力しながら課題解決に取り組んでいる姿や分かった

ことを基に、意見や考えを伝えたり、書いたりしている姿が特に印象に残りました。 

 また、学級経営を基盤として、互いに認め合い、支え合える集団づくりが進められ、共感的な人間関係を

育成することを意識された授業を拝見させていただくたびに、子どもたちは幸せだろうなと感じる場面がた

くさんありました。 

 今年度も半分が過ぎました。今後も、学校が「子どもたちがよりよく成長する場」であり続けられるよう

に、「どのような児童生徒を育てたいのか」について改めて確認していただきたいです。そして、先生方一

人一人がそれぞれの役割や持ち味を生かし、「すべての児童生徒の可能性を引き出す活力ある 

学校づくり」を推進していただければ幸いです。 

 

 
学校教育課 

 
総 務 課 

し    な  ん 

年末調整について～パート２

本研修は「特別の教科 道徳」の趣旨を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」の視点 

から授業改善を行うため、道徳教育を推進する人材の育成を目的として行っています。 

前半は、茨城大学の宮本浩紀助教をお招きして、講義と演習を行いました。後半は、 

各校における道徳の指導体制や取組についての情報交換、指導主事による助言を通して 

各市町村への道徳教育の推進を図りました。 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

市町村教育委員会より          

 
 

  

 
 

 
人 事 課 

茨城県教育委員会では、学校教育において創意あふれる特色ある指導を実践し、顕著な教育効果をあげてお

り、他の教職員の模範となる教職員を「優秀教職員」として表彰しています。さらに、「優秀教職員」として

表彰された後も継続的な実践で成果をあげ、他の教員の指導力向上に寄与している教職員をティーチャー オ

ブ ティーチャーズ(ＴＯＴ)として表彰しています。 

今年度、県南教育事務所管内より「優秀教職員」として表彰される教職員をお知らせします。 

 

         【優秀教職員（個人）】 

龍ケ崎市立長山小学校   

 田口 はるみ 係長                   
学校運営の改善 

（働き方改革に関する業務改善 等） 

つくば市立東小学校   

 井上 宏実  教諭 
道徳教育 

（道徳教育マネジメントの推進 等） 

守谷市立大野小学校 

            寺田 陽子  教諭 
道徳教育 

（教科等横断的な道徳教育の実践 等） 

かすみがうら市立千代田義務教育学校 

            三村 真木子 教諭 
学校体育 

（６年間の系統をふまえた実践 等） 

 

美浦村教育委員会 

「教える」から「学ぶ」への授業改善 

今年度、美浦村学校教育指導方針では、確かな学力を育む教育の推進として「児童生徒の主体的・対

話的な学びの充実を図る」ことをねらいの一つとしています。その具現化のために、「教える」から「学

ぶ」への授業改善に取り組み、児童生徒に「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになる

か」を明確にした授業を目指しています。 

                   

美浦中学校 授業力アップサポート訪問（英語） 

 第１回訪問の授業参観・研究協議では、県南教育事務所より、目指す生 

徒像を明確にした授業づくりや互いの考えや気持ちを伝え合う活動を重視 

した授業展開についてご指導いただきました。11月の授業公開に向けて、 

授業者や教科担当と指導案検討を重ね、準備を進めています。 
 
安中小学校 学力向上サポート訪問  

 安中小学校では、講義形式の一斉授業から脱却し、「主体的・対話的で深 

い学びに向けた授業改善」に取り組んでいます。訪問の中で、対話を通し 

て、自己の考えを深めるための手立てとして、「話の内容を理解して聴く力 

と相手を意識したアウトプットの必要性」について、県南教育事務所より 

ご指導をいただきました。 

単元の見通しをもち、アウトプットを前提としたインプットを意識しながら、授業改善を行っています。  
 

☆令和７年度開校予定 統合小学校について☆ 

令和７年度より美浦村では、小学校３校が統合し、新たな小学校としてスタートする 

予定です。 

統合小学校では小学３年生から「教科担任制」を導入し、９年間を見通した系統的な教育課程を 

実施していきます。毎月行っている準備委員会では、先生方が盛んに意見交換を行っています。 


